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１ 施設の概要 

(1) 位置図 

  

浦上駅 

市役所 

平和公園 

グラバー園 

水辺の 

森公園 

平和公園駐車場 
普通車 88 台 

バ ス 32 台 

二輪車  6 台 

茂里町駐車場 
普通車 135 台 

市民会館地下駐車場 

普通車 168 台 

二輪車  73 台 

松が枝町第２駐車場 
松が枝町駐車場 

普通車 40 台 

バ ス 16 台 

二輪車  5 台 
普通車 98 台 

バ ス 11 台 

二輪車  17 台 

稲佐山 

公園 
長崎駅 

桜町駐車場 
普通車 170 台 

二輪車  44 台 

 

拡 大 図 

長崎県営
野球場 

市民総合 
プール 

平和公園 

至 長崎駅 

至 住吉

市営陸上 
競技場 

松山町駐車場 
普通車 292 台 

バ ス  10 台 

-2-



(2) 平面図 
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(3) 名 称：長崎市松山町駐車場 

(4) 所 在 地：長崎市松山町 2番 3号 

(5) 構 造：鉄筋コンクリート、地上広場式・地下１層式（自走式） 

(6) 設置年月日：平成 9年 11 月 3 日 

(7) 設 置 目 的：市街地の交通渋滞を緩和し、市民の安全で円滑な交通の確保及び観光都市としての道路交通の円滑化を図るため 

(8) 延 べ 面 積：約 9,300 ㎡ 

(9) 駐 車 台 数：地上 普通車 46 台、バス 10 台 地下 普通車 246 台 

（10）入出庫時間（承認の基準） 

   地下部 午前 7時 30 分～午後 10 時を基本として 14 時間 30 分以上(地上部は 24 時間) 

（11）利用料金（基準） 

区分 料金 

バス 

（30 人以上） 

最初の 30 分まで 750 円 

その後 30 分ごと 750 円 

1 時間超 2,090 円/(7：30～22：00) 

宿泊及び夜間料金 30 分ごとに 50 円（22：00～翌 7：30） 

マイクロバス 

(11～29 人) 

最初の 30 分まで 370 円 

その後 30 分ごと 370 円 

1 時間超 1,040 円/(7：30～22：00) 

宿泊及び夜間料金 30 分ごとに 50 円（22：00～翌 7：30） 
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普通車等 

最初の 30 分まで 120 円 

その後 30 分ごと 120 円 

2 時間超 620 円/(7：30～22：00) 

宿泊及び夜間料金  30 分ごとに 40 円 （22：00～翌 7：30） 

定期駐車 
全日 15,710 円/月 

昼間(7：30～22：00) 13,610 円/月 

 

２ 指定管理者候補者の概要 

(1) 名 称：株式会社城保安警備 

(2) 所 在 地：長崎市中園町 20 番 16 号 

(3) 代 表 者：代表取締役 築城 鉄也 

(4) 設立年月日：平成 6年 10 月 3 日 

(5) 主 な 事 業 

ア 施設警備業務 

イ 有料道路等における料金徴収業務・管理業務 

ウ 巡回警備業務 

エ 交通誘導警備業務 

オ 有料駐車場における料金回収・維持管理業務 など 
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３ 指定の期間 

令和 7年 4月 1日から令和 12 年 3 月 31 日まで（5年間） 

 

４ 指定管理者候補者の選定経過 

(1) 応募団体数 １者 

(2) 指定管理者候補者の提案概要 

ア 主な提案内容 

（ア）防犯カメラの増設 

（イ）災害時のボランティア関係車両を減免車両に追加 

（ウ）パークアンドライド利用促進を図る看板、のぼりの設置 

（エ）自主事業の提案 

 カーシェアリングサービスの展開 

 レンタサイクルサービスの展開 

 アイスクリーム自動販売機の設置 

 電車の一日乗車券の販売 
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イ 管理運営体制 

責任者１名、管理員８名の総員９名を配置し、４名/日のローテーション勤務を行う。 

組織図 

ウ 固定納付金の提案金額 

（単位：千円）  

令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10 年度 令和 11 年度 合計 

30,500 30,000 30,100 30,100 30,000 150,700 

※参考（１）「事業計画書概要」参照 
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(3) 指定管理者候補者選定審査会による審査 

ア 審査会の人数及び構成 ５人 

会 長  奥松 俊博   長崎大学工学部 教授 

委 員  工藤 精一   九州北部税理士会長崎支部 

委 員  馬渡 友明   長崎県社会保険労務士会 

委 員  田中 雅資   （一社）長崎国際観光コンベンション協会 理事長 

委 員  峯  比呂志  （一社）長崎県バス協会 専務理事 

 

イ 審査経過 

回数 開催日 内容 

第１回 令和 6年 7月 18 日 

・会長の選出 

・指定管理者制度及び指定管理対象施設の概要説明 

・募集要項についての協議 

・指定管理者選定に係る評価項目及び配点の協議 

第２回 令和 6年 9月 24 日 

・現地説明会及び応募状況の報告 

・審査方法（書類審査・面接審査）の協議 

・同点の場合における決定方法の協議 

第３回 令和 6年 9月 30 日 ・書類審査 

第４回 令和 6年 10 月 3 日 ・面接審査 

第５回 令和 6年 10 月 3 日 ・審査報告書の協議 
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ウ 審査報告書の概要 

すべての提案を実行する上での実現可能性には疑問が残る点もあるが、施設の営業時間を早める提案や、周辺の交通渋滞を緩和

する具体策が示されるなど、施設の運営計画は優れていた。また、イベント時等におけるパークアンドライドの利用促進、カーシ

ェアやレンタサイクルなど、サービス向上のための具体的な提案がなされていた。 

※参考（２）「指定管理者候補者選定審査会審査報告書（写）」参照  
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参考（１）事業計画書概要 

 

評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

１ 基本事項 

⑴ 基本方針 

 

 

① 公共施設の多岐にわたる経営知識を持って、利用者の利便性と福祉増進を図り、施設管理の資質向上を目

指す。 

② 長崎市の交通事情を把握し、施設利用者の施設周辺の道路交通の円滑化、「パーク＆ライド」の利用促進

を図り、利用者にとって必要とされる施設運営を行う。 

③ 行政財産であるという意識と自覚のもと、関係法令に関する教育・研修を通じて、法令遵守のもと管理運

営に取り組む。 

④ 「施設管理能力」「事業運営能力」を持って、「安定した指定管理者」として業務を遂行する。 

 

⑵ 平等利用の確保 

 

 

 法令・関係条例等を遵守し、運営を遂行する。 

 国籍、性別、年齢や障害の有無に関わらず平等と公平・公正を意識して運営にあたる。 

 利用の許可に関しては、先着順での受付及び許可を行う。 

 利用者が不平等と感じることがないよう、職員の応対はマニュアルに沿って行う。 

 公共の福祉の増進に寄与する。 

 

⑶ 個人情報の保護 

 

 長崎県が定める個人情報保護条例、長崎市が定める個人情報保護条例、当社の個人情報保護規程を併用

して個人情報保護に取り組み、全職員への研修の実施、継続的改善を進めるとともに、損害賠償保険に
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評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

 個人情報補償の特約を付加し万が一の場合に対応する。 

 プライバシーマーク取得に向けた準備を進めている。 

２ 事業計画 

⑴ 施設の運営計画 

ア 年間運営計画 

 「指定管理者業務仕様書」に基づき年間事業計画を作成し、それに準じて管理運営業務を行う。 

 利用者の要望等を考慮して地下部の営業時間を 7：30 から 7：00 へ繰り上げて営業を行う。 

イ 営業の制限等にお

ける長崎市との連携 

 長崎市が行う各種事業において、当施設利用が必要な場合は、営業時間外の運営、利用料金の減免

処置、監理員の増員など、長崎市の要望に応えるとともに利用者の利便性についてもしっかりと協

力体制を図る。 

 募集要項記載の「長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典」、「平和マラソン」以外の別途対応が必要とな

る案件も協力体制を図っていく。 

ウ 周辺環境への配慮  平和公園駐車場や長崎原爆資料館駐車場、近隣の駐車場と連携し、車両案内を行う。 

 大型バスにおいては特に連絡を密にして、渋滞を緩和する。 

 併設されている長崎県営野球場の指定管理者と連携を図り、交通渋滞の緩和に努める。 

 すでに取り組んでいる「パークアンドライド」の利用促進を拡充することで、観光やイベント需要等へ

の対応を図る。 

エ 備品以外の附属物

の調達計画及び運用 

 駐車場の公式ホームページを開設し、利用者の利便性を向上させる。 
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評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

 ＡＥＤを設置し、定期点検を行う。また、職員の救急法の講習を行う。 

 現金入金機の設置 

 アシスト付電動車いすの設置 

 空気清浄機の設置 

 血圧測定器の設置 

 電動自転車の設置 

 場外に防犯カメラの設置 

オ 駐車機器の調達計

画及び運用 

 現行と同一の設定を維持する。 

⑵ 提供するサービス 

ア 営業時間・算定外時

間の設定 

 地上部 現行と同一の設定を維持する。 

 地下部 7：30～22：00 ⇒ 7：00～22：00 へ開場時間を繰り上げる。 

イ 時間料金の設定  現行と同一の設定を維持する。 

ウ 定期券の設定  現行と同一の設定を維持する。 

エ 回数券等の設定  現行と同一の設定を維持する。 

オ 減免の設定  現行の減免対象車両に加え、「災害時によるボランティア関係者の車両」などを 5割減免する独自の減免
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評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

制度を提案する。 

カ その他サービス提

供 

 電車とバスの１日乗車券を販売。 

 フリーWi-Fi を設置する。 

 公式ホームページを開設し、「とむ～で.COM」の活用を促進する。 

⑶ 評価と改善 

ア 管理運営における

指標及び目標値 

 

 目標台数（台） 

 

 

区分 R7 R8 R9 R10 R11 計 

普通車 121,816 122,512 123,208 123,904 124,600 616,039 

障害者 3,042 3,059 3,077 3,094 3,111 15,383 

バス 262 263 265 266 268 1,324 

マイクロバス 257 258 260 261 263 1,299 

定期券 11,753 11,820 11,887 11,954 12,022 59,436 

イ 評価方法と改善の

取り組み 

 当社による運営委員会を毎月行い、PDCA に沿った形骸化しない戦略・戦術の実施を目指す。 

 年に１回、運営委員会とは別に、外部指導委員会を設置し、専門的な分野、自治体、市民や団体のそれぞ

れの立場から管理運営に必要な情報の提供と地域連携・広域連携に役立て、専門的な技術指導や助言を受

けることで指標や目標値に取り組む体制を構築する。 
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評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

３ 管理運営体制 

⑴ 人員配置と職場環境 

ア 人員配置の考え方 

 責任者においては、駐車場管理運営責任者の経験者、監理員においても過去に駐車場運営管理経験者の配

置を予定。 

 利用者の安全性確保のため、監理員の中に甲種防火責任者・自衛消防要員の資格保有者を最低１名以上配

置。 

 満車時は満車看板の告知だけではなく監理員 1 名を駐車場入り口に配置し、近隣の駐車場 MAP の配布等を

行う。 

イ 職員配置  責任者を含む管理員９名のローテーション勤務とする。 

 

 

 

 

 

ウ 現場実施体制  平日・休日ともに２交代制４名配置（１～２名常駐） 

エ 職場環境の整備  職場の気候条件、物理的条件、科学的条件の見直し。 

 快適職場指数の見直し。 

 休憩室などの設置や整備。 

責任者 

管理員 
A 勤務者 

管理員 
B 勤務者 

管理員 
C 勤務者 

管理員 
D 勤務者 
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評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

 健康診断時に、労働安全衛生法の規定に基づくストレスチェックの実施。 

 社会保険労務士（顧問契約）の指導により法律改定等があれば、「就業規則」の変更を行う。 

 労働条件については、「労働条件通知書」において明確にし、労務契約を結ぶ。 

 年 1回、経営者による各個人の面談により、会社への要望・従業員満足度の聞き取りを行う。 

オ 職員の教育及び研

修計画 

 駐車場の管理運営にあたっては、サービス業であることを自覚し、お客様に満足して利用していただくよ

う、基本的なサービス・接客の心得等、必要な能力を研修などにより習得。 

 新入管理員研修、朝礼による挨拶訓練、駐車場機器メーカー等との研修、避難訓練、緊急救命講習、本社

巡察による接遇教育。 

 

⑵ 経理 

 

 

 料金徴収は２名体制で実施。 

 入金機は安全に管理された状態で直接警備会社が週 1回、集金し当社の口座へ入金。 

 ジャーナルに基づく報告書の作成。 

 プリペイドカードは金庫で保管し、毎日責任者が残数確認、受払簿等の記帳をし、検印を行う。 

 月１回、本社管理部が監査をおこなう。 

 

⑶ 危機管理 

ア 警備・保安対策 

 

 日常巡視は定時とせず、不定期及び複数回行う。 

 防犯対策（金銭・備品等の厳重な管理、複数名でのチェック、収納利用料金等は即日入金機で処理、防犯

講習会等の参加、守秘義務の徹底、近隣施設や警察、消防等との緊密な連携、場外監視カメラの設置、夜
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評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

間は警備会社に委託 等） 

 防災対策（事前収集に努め、事前対策を講じる。二次被害の発生を未然に防ぐため緊急措置を講じて、事

態の収拾に努める） 

 緊急時対応マニュアルを作成し、マニュアルに沿った対応及び体制で臨む。 

イ 緊急時の対応 

 

 「危機管理マニュアル」、「事故対応マニュアル」等を作成し、全ての管理員に周知徹底する。 

 重大な事案が生じたときは、緊急連絡体制に従い、関係部署へ連絡し、速やかに対応する。 

 災害による被害等が予想される場合は、利用者の安全を考え駐車場を閉鎖するなどの措置を講じる。 

ウ 利用者とのトラブ

ルの未然防止と対処

方法 

 運営に係る意見・要望・苦情などがあった場合は、誠心誠意をもって聞き取りを行い、直ちに対応できる

ものについては速やかに対処または措置を講じる。 

 管理員の態度に対する苦情については、都度ミーティングで検討し、職員研修等により予防する。 

 アンケート BOX やアンケート調査を実施し、改善の参考にする。 

 苦情の情報を整理し、集まった情報を整理分析し、原因を究明し、改善する。 

４ 基本事項 

⑴自主事業 

 イベント時等におけるパークアンドライドの利用促進 

 カーシェアリングサービスの展開（地上部２台分） 

 レンタサイクルサービスの展開（管理事務所横２台分） 

 アイスクリームの自動販売機の設置（１台） 
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評価項目 
第一順位 

株式会社城保安警備 

固定納付金 

提案額 

提案額（５年間総額）：150,700 千円 

（下限額 149,400 千円の 100.9％） 
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